
コロナ後遺症のブレインフォグ、記憶に深刻な影響及ぼす可能性 英国などで 14万人超

を研究調査 

3/4 よろず～ニュース 

新型コロナウイルス感染か

らの後遺症として知られる

ブレインフォグ（脳に霧が

かかったようにもやもやす

ること）が、記憶に深刻な

影響を及ぼしている可能性

が示された。2022年夏に 14

万人以上を対象に行われた

研究で、同ウイルスによる

認知能力と記憶能力への影

響は、初感染から 1年以上

経過しても続くことがある

ことが判明した。 

 12週間以上続いた人は、

記憶力や論理思考のテスト

で IQの 6ポイント相当の低

下が見られ、ブレインフォ

グに数量化可能な影響があ

ることを示す結果が見られた。 

 研究を指導したインペリアル・カレッジ・ロンドンの認知神経科学者、アダム・ハンプ

シャー教授は話した。 

 「ブレインフォグとは一体何なのかは正確にはわかっていません。症状としては広範囲

に渡って報告されていますが、私たちの研究はブレインフォグが客観的に測定可能な低下

と相関関係にある可能性を示しています。これは重大な発見です」 

アフターコロナで消費行動にも変化「食事・運動・睡眠」を重視「体の内側のケア」健康

管理の意識高まる 

2023.06.17よろず～ニュース 

「ノーマスク消費動向」ＰＲ事務局がこのほど、「アフターコロナにおける消費行動の変化」

について発表。５月８日の新型コロナウイルスの５類移行に伴い、「内面」に関する消費行

動にも変化がみられたことが明らかになった。 

 乳酸・乳酸菌飲料の品目は前年同期比１４２％、納豆品目は前年同期比１１２％。スポ

ーツドリンク・機能性飲料品目でも前年同期比１３５％で伸長するなど、消費者の購買行

動から「食事・運動」の健康志向のさらなる高まりが伺える。 

 また疲労回復効果やリラックス効果が望める入浴剤品目は前年同期比１９７％と、良質

な「睡眠」を通じて体の内側からケアをしたい人が多くなったと考えられる（※データの

出典・株式会社マクロミル個人支出調査サービス「ＭＨＳ」５月２３日時点集計、データ

更新により多少の変動の可能性あり。ＰＲ事務局にてグラフを作成）。 



このデータから、人々がマスク無し

の生活が一般化する中で、健康の土

台となる食事・運動・睡眠などの生

活習慣全般を整え、毎日元気に過ご

したいという健康管理に対する意識

が高まっていることが伺える。 

 経済アナリスト森永康平氏は「脱

マスク消費トレンドは第２段階に」

として「今後は『外見』の意識のみ

ならず、自身の体調管理のための乳

酸・乳酸菌飲料などといった 

『体の内側のケア』へと、消費トレンドは様々な方向に広がっていくと推測しています」

と考察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


